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(57)【要約】
【課題】　抗生物質の量を減らすことにより抗生物質に
よる副作用を抑えつつ、除菌成功率が高いピロリ菌除菌
のための除菌剤を提供することを目的とするものである
。
【解決手段】　本発明は、人体中のヘリコバクターピロ
リを除菌又は除菌補助するための水素水又は水素を含有
した飲食用物を開発した。また、人体中のヘリコバクタ
ーピロリを除菌又は除菌補助するための水素水又は水素
を含有したラクトバシルス属の乳酸菌混合体を含む飲食
用物を開発した。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人体中のヘリコバクターピロリを除菌又は除菌補助するための水素水又は水素を含有し
た飲食用物。
【請求項２】
　人体中のヘリコバクターピロリを除菌又は除菌補助するための水素水又は水素を含有し
たラクトバシルス属の乳酸菌混合体を含む飲食用物。
【請求項３】
　人体中のヘリコバクターピロリを除菌又は除菌補助するための消化器系内にて化学反応
により水素を発生させる水素発生剤を含有した飲食用物。
【請求項４】
　人体中のヘリコバクターピロリを除菌又は除菌補助するための消化器系内にて化学反応
により水素を発生させる水素発生剤を含有したラクトバシルス属の乳酸菌混合体を含む飲
食用物。
【請求項５】
さらに、プロトンポンプ阻害用物質を含む請求項１から４のいずれか一に記載の飲食用物
。
【請求項６】
　水素ガス送気装置付の内視鏡。
【請求項７】
　人体中のヘリコバクターピロリを除菌又は除菌補助するための水素ガス送気装置付の内
視鏡。
【請求項８】
　人体中のヘリコバクターピロリを除菌又は除菌補助するための吸引又は消化器系に注入
する水素ガスを含む気体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、水素を用いたヘリコバクターピロリ（以下、「ピロリ菌」という。）除菌又は
除菌補助のための飲食用物に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、ピロリ菌という細菌が知られており、ピロリ菌の感染が続くと、慢性胃炎がす
すみ、胃潰瘍や十二指腸潰瘍、萎縮性胃炎、胃がん、さらには全身的な病気などを引き起
こすおそれがあるとされている。
【０００３】
そこで、このピロリ菌の除菌ないし除菌補助をするための技術が望まれている。
【０００４】
例えば、当業者において周知なものとして、抗生物質による除菌が知られている。しかし
、抗生物質による除菌は、副作用が大きいという問題があった。そこで、乳酸菌ＬＧ２１
を併用することによる除菌が知られている（非特許文献１）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】ピロリ菌はLG21が出す乳酸に弱い　　http://www.pirorikin.com/cat4/
post_21.html
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
もっとも、乳酸菌LG２１を用いた除菌は、除菌成功率が必ずしも高くないという問題があ
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った。本発明は、このような現状に鑑み、抗生物質の量を減らすことにより抗生物質によ
る副作用を抑えつつ、除菌成功率が高いピロリ菌除菌のための除菌剤を提供することを目
的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
そのような目的を達成するため、本発明は、人体中のピロリ菌を除菌又は除菌補助するた
めの水素水又は水素を含有した飲食用物を開発した。また、人体中のピロリ菌を除菌又は
除菌補助するための水素水又は水素を含有したラクトバシルス属の乳酸菌混合体を含む飲
食用物を開発した。
【０００８】
次に、人体中のピロリ菌を除菌又は除菌補助するための消化器系内にて化学反応により水
素を発生させる水素発生剤を含有した飲食用物を開発した。また、人体中のピロリ菌を除
菌又は除菌補助するための消化器系内にて化学反応により水素を発生させる水素発生剤を
含有したラクトバシルス属の乳酸菌混合体を含む飲食用物を開発した。
【０００９】
以上のいずれかの特徴に加えて、さらにプロトンポンプ阻害用物質を含む飲食用物を開発
した。
【００１０】
次に、水素ガス送気装置付の内視鏡を開発した。また、人体中のピロリ菌を除菌又は除菌
補助するための水素ガス送気装置付の内視鏡を開発した。さらに、人体中のピロリ菌を除
菌又は除菌補助するための吸引又は消化器系に注入する水素ガスを含む気体を開発した。
【発明の効果】
【００１１】
以上の発明により、抗生物質の量を減らすことにより抗生物質による副作用を抑えつつ、
除菌成功率が高いピロリ菌除菌のための除菌剤を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施例１において摂取する物質の組み合わせに関する図
【図２】Ａ群とＢ群を一覧にした図
【図３】２部屋構造のカプセルを示す図
【発明を実施するための形態】
【００１３】
以下、本発明の実施形態について、図を用いて説明する。以下の説明は、実施例１は請求
項１から５に、実施例２は請求項６から８に、それぞれ対応する。なお、本発明の内容は
、以下の実施例にのみ限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内におい
て種々変更を加え得る。
【実施例１】
【００１４】
＜概要＞
本実施例の発明は、水素水又は水素を含有し、かつ、用途が人体中のピロリ菌を除菌又は
除菌補助する点にある飲食用物である。また、消化器系内にて化学反応により水素を発生
させる水素発生剤を含有し、かつ、用途が人体中のピロリ菌を除菌又は除菌補助する点に
ある飲食用物である。
【００１５】
飲食用物には、ドリンクが含まれることは勿論のこと、粉末状・顆粒状・タブレット状・
カプセル状・丸薬状・ゲル状・ゼリー状・固形状の食用物ないし経口摂取をする錠剤など
の薬も含むものである。
【００１６】
水素水又は水素とともに以下の物質を摂取することが望ましい。図１は、本実施例におい
て摂取する物質の組み合わせに関する図である。必須の要素である水素水又は水素ととも



(4) JP 2016-222591 A 2016.12.28

10

20

30

40

50

に摂取することが望ましい物質としては、胃内ｐｈを上昇させる働きのある物質、抗菌性
能をもつ物質、除菌時の副作用による腸内フローラの悪化を抑制又は改善させる物質が挙
げられる。具体的には、「胃内ｐｈを上昇させる働きのある物質」としては、プロトンポ
ンプ阻害薬（以下「PPI」という。）などのプロトンポンプ阻害用物質が挙げられる。こ
の点については、ピロリ菌除菌と直接結び付いているので、本発明の除菌効果を達成する
上では重要な働きをする。また、「抗菌性能をもつ物質」としては、抗生物質、乳酸菌LG
２１などラクトバシルス属の乳酸菌（生菌と死菌をともに含む。）若しくは菌産生物質、
ココア・ブロッコリー・梅肉エキス・フコイダン・マヌカハニー、又はこれらの物質から
生成される物質が挙げられる。ラクトバシルス属の乳酸菌、ココア及びブロッコリーには
、殺菌作用がある。梅肉エキスには、静菌作用がある。フコイダンには、ピロリ菌を生息
しやすい場所に付着させて一緒に体外に出すという作用がある。マヌカハニーには、殺菌
と消炎の作用がある。最後に、「除菌時の副作用による腸内フローラの悪化を抑制又は改
善される物質」としては、プロバイオティクス、プレバイオティクス、バイオジェニック
スが挙げられる。以上の物質は、水素水又は水素を含有した飲食用物とは別々に摂取して
も良いし、水素水又は水素とともに含有されて混合物としての飲食用物を構成しても良い
。混合物としての飲食用物であれば、摂取のし忘れがないので望ましい。
【００１７】
特に望ましい組合せとしては、水素水又は水素に加えて、ラクトバシルス属の乳酸菌及び
プロトンポンプ阻害用物質を併せて摂取することである。プロトンポンプ阻害用物質は、
胃酸分泌を抑制するので、ピロリ菌が感染して状態が悪くなった胃粘膜のターンオーバー
を正常に保つことに繋がり、さらに、ラクトバシルス属の乳酸菌の胃酸による死滅を減少
させることに繋がるので、当該乳酸菌が、足場を失ったピロリ菌を効果的に殺菌できるこ
とにも繋がる。
【００１８】
また、消化器系内にて化学反応により水素を発生させる水素発生剤としては、人体に摂取
可能であることが重要であり、例えば、以下のＡ群とＢ群を組み合わせたカプセルである
ことが考えられる。図２は、Ａ群とＢ群を一覧にした図である。Ａ群としては、酢酸、プ
ロピオン酸などが挙げられる。Ｂ群としては、カルシウム、マグネシウム、カリウム、亜
鉛などが挙げられる。これらを、例えば２部屋構造になっているカプセルに入れることに
よって、「消化器系内にて化学反応により水素を発生させる水素発生剤」を製造すること
ができる。図３は、２部屋構造のカプセルを示す図である。カプセル（０３０１）は、間
の仕切り（０３０２）によって２部屋に分かれており、一方にはＡ群の物質を入れ（０３
０３）、もう一方にはＢ群の物質を入れる（０３０４）という具合である。なお、２部屋
構造のカプセルとすることは必須ではなく、Ａ群とＢ群のカプセルが同時に摂取される前
提のもと、それぞれ独立のカプセルを構成していても良い。
【００１９】
本発明における「除菌補助」とは、直接的には抗生物質やプロトンポンプ阻害用物質の影
響によってピロリ菌が除菌されるという作用機序であっても、例えば、抗生物質やプロト
ンポンプ阻害用物質によるピロリ菌の除菌を助ける若しくは成功率を上げるという用途を
含むものである。
【００２０】
＜水素水又は水素の作用＞
ピロリ菌の感染は、ピロリ菌が産生するタンパク質「CagA」が胃粘膜内に注入され、その
タンパク質「CagA」によってミトコンドリアのアポトーシスが抑制された結果である。特
に、このアポトーシスの抑制が、胃粘膜感染の足場となる表層上皮細胞に引き起こされた
場合には、ピロリ菌が胃粘膜に付着しやすくなり、感染する可能性が高くなる。水素水又
は水素によって、胃粘膜感染の足場となる表層上皮細胞のアポトーシスを正常化させるこ
とで、ピロリ菌が胃粘膜に付着しにくくなり、ピロリ菌の長期持続感染を予防し、除菌作
用を発揮する。
【００２１】
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＜まとめ＞
本実施例の発明により、抗生物質の量を減らすことにより抗生物質による副作用を抑えつ
つ、除菌成功率が高いピロリ菌除菌のための除菌剤を提供することができる。
【実施例２】
【００２２】
本実施例の発明は、吸引又は消化器系に注入する水素ガスを含み、かつ、用途が人体中の
ピロリ菌を除菌又は除菌補助する点にある気体である。また、水素ガス送気装置付の内視
鏡である。
【００２３】
水素ガスも、実施例１の水素水又は水素を含む飲食用物と同様、ピロリ菌の除菌又は除菌
補助に有用である（作用機序についても同様なので省略する。）。そのため、水素ガスを
吸引又は消化器系に注入すれば、胃などの消化器系に生息するピロリ菌の除菌又は除菌補
助に効果的である。
【００２４】
また、水素ガスを含む気体であれば、その流通方法は問わない。例えば、流通方法として
、カプセルに気体を内包させて流通させ、使用方法の１つとしてカプセルごと体内に経口
摂取することも考えられる。このように、水素ガスを含む気体を閉じ込める目的でカプセ
ルなどを利用していたとしても、水素ガスを含む気体を主たる目的として流通していれば
、それも本発明における「水素ガスを含む気体」に含まれる。
【００２５】
また、水素ガスを含む気体であれば、例えば、窒素や酸素や二酸化炭素などが含まれてい
ても良い。
【００２６】
吸引又は消化器系に注入するための方法としては、水素ガス送気装置付の内視鏡を利用す
ることが考えられる。内視鏡を利用すれば、直接、胃などの消化器系の内部に侵入するこ
とができる。また、周知技術として、内視鏡を利用して空気を送り込む方法が存在するの
で、それを水素ガスに流用することは技術的に可能である。
【００２７】
このような水素ガス送気装置付の内視鏡は、用途が人体中のピロリ菌を除菌又は除菌補助
する点にあっても良いし、さらには、そのような用途に則して付加的な機能が付いている
ことが望ましい。付加的な機能の具体例としては、１つには、水素ガスが小さなエネルギ
ーにも反応して発火するなどの危険な面もあることを考慮し、水素ガスを水素ガス発生器
から内視鏡に移す作業の必要がないように、水素ガス発生器としての機能をも同時に備え
ている方が望ましい。また１つには、水素脆化を起こすことを防止するため、管の内表面
部分についてはプラスティック加工が施されていることが望ましい。
【００２８】
以上のような本実施例における発明により、水素ガスを用いて、成功率の高いピロリ菌除
菌ないし除菌補助を実現することができる。
【符号の説明】
【００２９】
０３０１：カプセル
０３０２：仕切り
０３０３：Ａ群の物質
０３０４：Ｂ群の物質
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